
　プロポーザル評価基準表

No. 大項目 中項目 審査項目

1 事業への理解度
本業務に対する考え方・実
施方針

・文部科学省の方針・事業の目的等を踏まえて、本業務に対する理解・考え方・実施
方針を説明しているか。

5

2 事業実績
実績による専門知識、ノウ
ハウの有無

・令和元年度から令和7年度において、本業務と類似する業務（共同調達問わず）に
資する納品実績を受注者として導入台数とともに説明しているか（最大5件）。

5

3 実施体制 実施体制、役割分担

・実施体制図を記載すること。また、工程ごとに各事業者の役割を明確に示すこと
（ それぞれの業務に精通した事業者を割り当てるなど、業務を遂行する上で最適な
体制が構築されていること。 ）。

5

参加自治体の契約形態や
スケジュール等への理解

・参加自治体の希望納期までに確実に希望納品先へ納品されるスケジュールが明確
に提案されているか。

5

具体的な作業手順や内容

・事業者選定以降、仕入れ、キッティング、納品までの過程について、明確に説明さ
れているか。

5

設置・据え付け

・教育委員会や学校現場の負担軽減に資する設置・据え付け業務の提案がされてい
るか。

5

6 保守運用 有益な提案

・端末メーカーの無償保証期間内や、最大５年間の端末等の日常的な利活用を推進
する保守運用を提案されているか。

10

7 独自提案（本事業外） 有益な提案

参加自治体の課題解決や教育的効果の高い提案となっているか。

10

8 独自提案（本事業内） 有益な提案

参加自治体の課題解決や教育的効果の高い提案となっているか。

10

100

積算額は提案内容に見合っているか。

10 10

（公開）
評価点

90

4 端末・周辺機器等 性能

・提案した端末及び周辺機器の性能が、各自治体の要望に合った性能を満たす内容
になっているか。

30

5 キッティング

9 価格 費用対効果


